定例市政記者クラブ・市長懇談会（５月分）の結果について
日時：平成２３年４月２８日（木）午後３時３０分～４時００分
場所：市役所２階第１委員会室
出席者：市政記者クラブ６社
【北海道新聞社、釧路新聞社、朝日新聞社、読売新聞社、毎日新聞社、時事通信社】
会 見 内 容

1． 話題提供（４項目）

平成２３年度 事業仕分けの仕分け人の公募について
· 前年度から実施しております「事業仕分け」につきまして、今年度の日程
を７月３０日(土)、３１日(日)の２日間で実施することといたしました。

· 本市の「事業仕分け」は、市の行っている事業について、事業仕分けを
通じて市民の皆様に説明し、事業の必要性や、市が実施すべき事業かどうか、
また、事業の実施手法などが効果的・効率的に行われているかを公開の場で

議論し、客観的な意見をまとめていただいたうえで、出された意見を参考と
して市としての今後の事業のあり方について方向性を検討するものであります。

· 対象となる事業は、昨年度対象とした４５０事業から実施済事業を除き、

新規事業の追加などの整理を行い、その半数を今年度の対象とし、実際に

仕分けをする事業は２４事業を予定しております。

· ５月２日から５月１６日まで、今年度の仕分け人を募集いたします。募集
要項はお手元に配布しておりますが、募集する人数は２０人程度を予定しております。

· 今年度は２４事業を仕分けいたしますので、仕分け人も前年度の８人から

増員し、全体で３２人、そのうち公募する仕分け人が２０人を予定しており
ます。

· 仕分け人の公募は、広報くしろ５月号や市のホームページで周知すると
ともに、市役所１階の総合案内、各支所、行政センター等にも応募用紙等を
配置いたしますので、報道いただきますようよろしくお願いいたします。
都市経営戦略プランの策定について
· 今年1月10日に都市経営戦略会議の座長であります釧路公立大学の小磯学長より

「釧路市の都市経営のあり方に関する提言書」を受け取りましたが､本提言で示され

ました都市経営戦略プランにつきましては、策定に向けた体制、予算について議会でのご論議をいただき、新年度から取り組みを開始したところであります。

■ この間、戦略プランの策定のための工程について、準備してきたところで

ありますが、昨日の庁議にて、外部の視点でご提案いただいた都市経営の

あり方について、全庁で都市経営戦略プランを策定する取組みを確認し、

工程を示したところであります。

·  既に ご案内のとおり、提言書には具体化のための政策手法が示され、

市役所が変わるための取り組み項目として、①仕事をわかりやすく

②組織を活かす　③資産としての職員　④評価を効果的に

⑤有効に資産を活かす　⑥主役は市民の６つの柱が立てられており、

これらの取り組み項目について、提言内容をそれぞれの部署で検討し、出来ること
から速やかに 実行に移す意識で取り組むよう指示したところであります。
· その際、重要なことは都市経営戦略プランの策定を待って取り組みを始める
ものではなく、早期に実施すべきことは直ちに行っていくこととし、実施した

取り組み成果も含め計画とする点にあります。

· この点ではこれまで他の自治体でやっていない新しい行政システムの取り組み
であると考えております。
· 戦略プランの策定の工程としては、秋口にはプランの骨格を、お示ししたいと

考えており､１０月中にはこれらの内容をもとに市民への周知を図るフォーラム

の開催を予定しております。戦略プランの成案は年内にもお示しをしてまいりたい

と考えております。

釧路沖での調査捕鯨（釧路沖鯨類捕獲調査）の実施について
· ４月２５日から始められた 平成２３年北西太平洋鯨類捕獲調査の春季の

沿岸域調査は、平成１５年から毎年、宮城県石巻市の鮎川町で行われてきましたが、東日本大震災によって捕鯨船や解体処理工場が損壊し、現地での調査ができなくなったため、急遽 釧路市において実施することとなったものでございます。

■　我が国が主張する商業捕鯨の再開に向けて、欠くことのできない重要な本調査活動が、地元漁業者・水産関係者の皆様のご理解、ご協力のもと、予定通り無事にスタートさせることができましたことに、深く感謝しております。

·  また、今回の調査には、毎年調査に従事してきた石巻市鮎川町在住の方、約３０が陸上の処理作業と捕獲調査船の乗組員として参加しております。

·  石巻市とはサンマ漁業をはじめ、水産業を通じて 深い繋がりがあり、ともに沿岸域の調査拠点となって 捕鯨再開に向けて活動する同志の間柄でもあります。

· 来釧された皆様、さらに石巻市民の皆様には、このたびの震災により甚大な
被害を受け、心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧・復興がかないますようにお祈り申し上げる次第でございます。

· 今日現在では、まだ鯨を捕獲したとの知らせをいただいておりませんが、今回の調査が無事、順調に予定どおりの成果を挙げられますよう願っており、市としても側面から調査活動への協力・支援をいたしたいと考えております。

『釧路大規模運動公園 自然ふれあい広場』の供用開始について

■　釧路大規模運動公園は、東北海道の拠点となる総合運動公園として、昭和５４年より整備を開始し、平成１５年までに野球場や陸上競技場などの主要な運動施設を供用してまいりました。

■　平成２０年には広域拠点スポーツ施設として『湿原の風 アリーナ釧路』をオープンし、全国・全道大会をはじめ、大規模イベント会場としても、広く地域の皆様にご利用いただいております。

· 　さらに『湿原の風 アリーナ釧路』の北側２．７haの湿原エリアに地元材を使用し、平成２１年より整備を進めてまいりました『自然ふれあい広場』がこのたび完成しましたことから、５月１５日(日)より散策路としての供用を開始するものであります。

· 　釧路大規模運動公園は、市街地と隣接する釧路湿原との緩衝地帯（バッファーゾーン）として、周辺の自然環境に十分配慮し、湿原を保全する様々な対策を講じて施設整備を図ってまいりました。

·  『自然ふれあい広場』にも釧路湿原の形態が残され、貴重な動植物や草花の群落が確認されていることから、湿原の保全と調和に配慮し、豊かな自然と直接ふれあうことのできる施設として整備しました。

· 　市街地に程近く、身近に釧路湿原を感じとれるロケーションの中で、これまで『湿原の風 アリーナ釧路』の展望台からご覧いただいていた湿原の木道に降り立ち、散策や小中学校などの自然観察学習の場として、市民の皆様をはじめ、多くの方々に利用していただきたいと考えておりますので、広く報道いただきますよう、ご協力をお願いいたします。

【質　疑　要　旨】
（質問）

・　事業仕分けについて、昨年に引き続き２回目ということで、前回は仕分けの結果、廃止と判定された事業について一部混乱する場面もありましたが、それらを踏まえて今回の進め方のイメージ、趣旨、仕分け人の氏名の公表について市長のお考えをお聞きしたいと思います。
（市長）

・　前回は、国の事業仕分けの判定のなかで使用された「廃止」という非常にインパクトがある表現を市の仕分け結果で使ったため、混乱もありましたが、市としてはあくまでも仕分け結果を受けて、今後の事業のあり方を検討していくという意味合いですので、今回は「廃止」という表現は見直して、例えば、「抜本的な見直し」のような表現にしたいと考えております。
また、前回も事前説明等に十分な時間をとって進めてまいりましたが、1つの事業について協議する時間が４０分間では短いのではといったご意見もありますので、今回は１時間位に延長し、さらに事前調査、独自調査にもしっかり対応して進めてまいります。

なお、基本的には仕分け人の氏名の公表は予定しておりませんが、仕分け後の氏名の公表につきましては、仕分け人の意向を確認して検討していきたいと思います。
（質問）

・　被災地の東北から釧路にはまだ今期のサンマ漁についての連絡は来てないと思いますが、それに対して市長はどのように感じられているのか、お聞きしたいと思います。
（市長）

・　まず、釧路に水揚げしていただいたサンマ漁船の関係者をはじめ、被災に遭った皆様に対し心よりお見舞いを申し上げます。私自身も毎年５月に市内の水産関係者の方々と東北での外来船誘致を進めてまいりました。東日本大震災の被災外来船への支援につきましては、連休明けにでもすぐ実施したいと考えております。
また、昨年は７０～８０隻の漁船が三陸地方から来ていますが、そのうち４割ほどの漁船が被災したと聞いております。釧路の漁業は外来船の水揚げで成り立っている部分もありますので、大変心配しております。
（質問）

・　震災の影響で現在、釧路へ避難されている方の状況と、そういった被災者の受入体制について市長のお考えをお聞きしたいと思います。
（市長）

・　現在は３２世帯、７８人の方が被災地から釧路へ避難されており、親戚などを頼って釧路に来た方が多く、来ていただいてから市で対応する形が多い状況にあります。
また、受入体制としては、被災者のコミュニティ形成のため、まわりの町内会や民生委員がバックアップできるような体制が望ましいと考えております。
（質問）

・　国際バルク戦略港湾の選定が震災の影響で遅れていますが、今後の見通しについて市長にお聞きしたいと思います。
（市長）

・　３月２４日に開催が予定されていた第１５回国際バルク戦略港湾検討委員会が震災の影響で延期になり、その後の情報はまだ入っていません。ただ、当初の見込みである平成２４年度から予算を計上してのスタートであれば、今年の６月くらいには決まっていないとならないのではと思います。当市にとって釧路港の指定は非常に重要な位置づけであるので、ぜひ選定して欲しいと考えております。
（質問）

・　地域防災計画見直しの進捗状況について市長にお聞きしたいと思います。
（市長）

・　現在、各部署で災害対策の見直し作業を進めているところです。
ただ、計画自体も大事ですが、計画をつくる過程も大切だと考えておりますので、地域住民や企業の方からの意見を聴き取って計画に反映させるとともに、その過程の中でいかに防災に対する意識を高めていくかというところにウエイトを置きたいと考えております。
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